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りうる。
（おおはし　ひでお／専修大学経済学部教授）
中国におけるイノベーションシステムの大きな特徴
は、活発な起業とイノベーションが同時に起きている
ことである。新規登録企業数は2016年に552.8万社に
達しており、国民の起業意欲も米国や韓国を凌いで世
界で首位となっている。「衆創空間」と呼ばれる各種
起業支援組織の数も、2014年の50カ所から2016年には
4298カ所にまで急増している。こうした起業ブームの
なかで、中国ではユニコーン企業（未上場だが、企業
価値が10億ドルを上回るハイテクスタートアップ）を
輩出させてきた。CB Insightsの統計によると、2016
年時点で中国は37社のユニコーン企業を育てており、
米国に次ぐ世界第2位となっている。なお、中国科学
技術部の独自調査では、2016年に中国発ユニコーン企
業の数が131社に達した、との報告もある。
ユニコーン企業の勃興に象徴されるように、中国の
イノベーションシステムは、主に4つの要素によって
支えられている。第1の要素は、プラットフォームと
強いネットワーク効果の存在である。ユニコーン企業
の大多数は、単なる商品ではなく、電子商取引サイト
やソーシャルメディアのような、他社の起業とイノ
ベーションの基盤となるプラットフォームを提供して
いる。プラットフォームには、ユーザーグループが相
互にひきつけあうネットワーク効果が働いているため、
企業はごく短期間に急成長を遂げ、独占的な地位を獲
得することが可能である。中国は市場規模の大きさゆ
えに、他国よりもネットワーク効果がとりわけ強く働
いている。第2の要素は、豊富な資金力である。中国
はいまや、世界のベンチャー資本が最も集中する国に
なっている。会計事務所PwCのレポートによると、
2012年から2016年までの間に、世界のプライベートエ
クイティ／ベンチャーキャピタルによる総取引額に占
める中国の割合は、13%から73%へ急上昇している。
中国におけるイノベーション	
システムの展開方向
丁　可
潤沢な資本は、新しいビジネスモデルの普及を一気に
加速した。たとえば、タクシーアプリを普及するため
に、2014年1月からの半年間、競合相手であるDidi社
は14億元、Kuaidi社は10億元の補助金を消費者とドラ
イバーに提供した。これを可能にしたのは、ベンチャー
資本が2社に対して行った数億ドルに上る巨額投資
だった。最終的に、この2社の合併もベンチャー資本
の働きかけによって実現した。第3の要素は、後発の
利益、つまりオールドエコノミーの発展の遅れが、か
えってニューエコノミーの発達を促した、ということ
である。たとえば、2016年に中国の第三者によるス
マートフォン決済の金額が5兆5000億ドルに達してお
り、第2位である米国の1120億ドルを遥かにリードし
ている。それは、中国においてクレジットカードや電
子マネーなどの伝統的決済手段が先進国ほど発達して
いなかったためである。第4の要素は、顕著な産業連
関効果（川下（川上）産業の発達が川上（川下）産業
の発展を引き起こす経済効果）の存在である。スマー
トフォン産業の事例をあげると、中国ではモバイルイ
ンターネットが発達しているため、川中のスマート
フォン製造業、さらに川上の通信技術産業、携帯電話
部品産業に大きな規模の経済が生まれ、イノベーショ
ンが非常に展開しやすくなった。
俯瞰すると、世界の最先端をゆく中国のイノベー
ション活動は、インターネット技術を用いたビジネス
モデルのイノベーションに集中している。一方で、コ
ア技術やキーコンポーネントの先進国企業への依存状
況は全体的に変わっていない。たとえば、中国による
集積回路の輸入総額は、2016年に石油輸入額の2倍程
度となる2270億ドルに達している。
こうしたなかで、華為（Huawei）やDJIをはじめと
する深圳発の優良企業は、創業当初から世界市場を舞
台に展開しており、研究開発にも大きな力を入れてい
る。近年の創客運動（Maker’s Movement）では、オー
プンソースソフトウェアやオープンソースハードウェ
アを活用することによって、技術面の格差を縮める動
きも活発になっている。これらの新しいタイプのもの
づくり企業は、中国のイノベーションシステムの新た
な方向性を示唆しているかもしれない。
（てい　か／アジア経済研究所　企業・産業研究グ
ループ）
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